











































































































































































性 50名、女性 115名）の合計 505名。内訳は表１の
通りである。
表１　被験者
A高校 B高校 C高校 大学 合計
男 37名 27名 37名 50名 151名


































































































































































































































































（2004） The Essential Difference，Penguin Books.）
２）日笠摩子（1995）　女性の発達の諸相概観－女性自身が
語る発達，現代のエスプリ，331，pp.80-92．
３）神谷ゆかり（2002）　特性概念としての精神的自立に関
する実証的研究，風間書房．
４）熊谷恵理子（2006）　女子学生の精神的自立と依存に関
する尺度の作成および信頼性・妥当性の検討，美作大学
卒業論文（未公刊）．
５）間宮武（1979）　性差心理学，金子書房．
６）中塚善次郎（1994）人間精神学序説－自他統合の哲学的
心理学の構築－　風間書房．
７）中塚善次郎（1998）自閉症児における左半球障害新仮説
の提示－コミュニケーション障害の大脳生理学的基礎を
より深く理解するために－，鳴門教育大学学校教育研究
センター紀要，12，21-30．
８）高橋恵子（1969）　子どもの社会化過程と依存性．桂広介・
園原太郎・波多野完治・山下俊郎・依田新監修　岡本夏木・
古沢頼雄・高野清純・波多野誼余夫・藤沢保編　人格の
発達，金子書房，pp.91-136．
９）田中マユミ（1995）　心理学的性差，現代のエスプリ，
331，pp.18-34．
 
